
令和４年度 学校自己評価結果等報告書 

学校名（ 豊岡市立豊岡南中学校 ） 校長名（ 能 登 琢 也  印  ）  
 

  １ 学校教育目標                                  ５ 自己評価方法（児童生徒・保護者・教員に対するアンケート等）についての意見・改善点 

「２１世紀を担う 心豊かな生徒の育成」 

 ・アンケート意見は、それぞれにたくさんの回答が寄せられ、自由な意見が述べることができる環境が整いつつある。 
・保護者アンケート意見は、概ね好意的な意見が多い。 ・生徒アンケートから、学校の授業に対する前向きな思いが分 
かる。挨拶の奨励を生徒自らが提言していることに意味がある。教師との関係をより改善したいと思っていることが分 
かる。しっかり耳を傾ける姿勢が大切である。「自主的に家庭学習を行っている」の項目を入れてはどうか。 

  ２ 学校教育推進の視点                               ６ 総合的な外部評価  

①安全・安心な南中に  ②学習が充実した南中に  ③心の通い合う南中に 

④地域に根ざした南中に 

 ・全てにおいて、良い方向に進んでいる。各項目において「南中モデル」を目指して、教員間で協議を重ね、社会に応じ 
て、生徒、保護者、地域の意見を聞き、南中独自の教育施策を目指して精進してほしい。 ・校則改定への過程良い。 

・清掃が行き届いており、生徒も大変落ち着いている。 ・コロナ禍の中、工夫して学校行事等が実施できすばらしい。 
・引き続き、学校に行きづらい生徒にとって学校が頼れる存在であるように。 ・更なるＩＣＴの効果的な活用の推進。 

  ３ 総合的な自己評価                              

・コロナ禍３年目の中での教育活動や学校行事は、大切なもの、必要なものをしっかり押さえ、体育祭、南陵祭等「体験を通して学ぶ」場面をより多く実施し、成果を挙げられた。 

・学力の向上に向けて、「指導と評価の一体化」をより具現化するためにＩＣＴを効果的に活用した指導法や個に応じた支援法を研究するなど研修に努めた。 

・人権への配慮や根拠に乏しい校則の改廃を軸とした、校則改訂が２年目となった。生徒･職員･保護者･地域の共通理解のもと、丁寧に進めることで、生徒はスムーズに移行できていると感じる。 

・勤務時間適正化の一つとして、留守番電話を導入することで勤務時間のメリハリがついた。また、業務を計画的に遂行することが習慣化された教職員が増えた。 

４ 自己評価結果（Ａ：達成している  Ｂ：概ね達成している  Ｃ：あまり達成していない  Ｄ：達成していない） 

領
域 

評 価 の 観 点 評  価  項  目 
達成
状況 

課題を踏まえた改善の方策 

 

自己評価の妥当性 

教
育
課
程 

・確かな学力を身に付ける学
習指導  

探求的で深い学びを意識した指導法を工夫している Ａ 
・約 95%の生徒が「授業は真剣に取り組んでいる」と回答しているが、
強く思う生徒の割合が低い。「指導と評価の一体化」による授業展開
の充実に取り組む。引き続き、生徒の支援のため、少人数指導や放
課後補充学習「がんばりタイム」の充実を図る。 

・工夫した道徳教育を展開しているが、道徳的な判断力、心情、実践
意欲と態度の醸成に向けての研修を重ねる。一人一台のＰＣによる
個別最適な学習についてさらなる研修を図る。 

・全校生による体育祭や南陵祭、修学旅行、トライやる、校外学習等 
工夫して展開した。生徒の力になる取組を積み重ねていく。 

・全ての領域において、教職員の子ども

たちへの熱い思いと努力の結果である。 

・少人数指導や放課後補充学習「がんば

りタイム」等充実した方策が実を結びつ

つある。 

・生徒指導において、一人一人の生徒と

向き合い良好な関係であることがうか

がえる。 

・勤務時間の適正化について、年休取得、

残業等にもっと取り組んでほしい。 

・校務分掌や環境整備は、改めて教員間

の話合いを進め、協働することが必要。

引き続き、修繕、整備の必要な箇所の点

検が大切である。 

・ふるさと教育、環境教育等、南中モデ

ルを創ることにより、各教育の方向性を

明確にし、推進の方向性を示し統一的な

教育を展開することが必要。（旬の話題

を議題としてディスカッションする等） 

・コミュニケーション教育、大いに評価

できる。他者の想いや受取方を理解し自

分を主張することを大切にしてほしい。 

・将来なりたい自分を意識するためにも

キャリア教育、体験教育の充実が大切。 

・体育祭の 10月平日開催については、概

ね賛成の意見が多い。引き続き開催理由

を明確に伝えることが必要である。 

・ボランティア活動については、校種間

を超えて交流することが必要である。 

・読書活動の推進は、毎年新刊がたくさ

ん入り、蔵書も豊富で恵まれた環境にあ

る。朝読書の時間、図書ボランティア、

図書委員の活動その他の工夫で充実が

図られることを願う。 

・道徳教育 全教育活動の中での道徳性の育成が図られている Ｂ 

・英語遊び・外国語活動・英
語科 

｢聞く｣｢話す｣｢読む｣｢書く｣の４つの技能を総合的に育成している Ｂ 

・総合的な学習の時間 指導計画に基づいた指導を行い、評価方法を工夫改善している Ｂ 

・特別活動 
学校・学年行事を通して、集団や生徒個々の成長が図られている Ａ 

日常的な生徒会活動の充実を図り、生徒の自治能力を高めている Ｂ 

学
校
運
営 

・開かれた学校づくり 教育方針や学校・学年・学級の様子を分かりやすく伝えている Ａ ・保護者の「学校の教育方針や様子がよく分かる」では数値が上昇してい
る。今後も、オープンスクールの実施、通信等での発信、何よりも生徒
に寄り添った関わりを丁寧に行っていく。 

・研修については、学力向上、不登校生徒の減少をテーマに年間計画を精
査し定期的に実施する。 

・勤務時間の適正化について職員の意識は高い。教育活動の本質をしっか
り押さえながら引き続き業務改善（校務分掌の精査やデータの整理等）
を推進していく。 

・生徒指導では、いじめ・問題行動等に迅速に対応できている。また、校
則が時流に合ったものに改められている。引き続き、関係機関や保護
者と連携、報告・連絡・相談の系統を強化する。 

・施設設備の再整備が進んだ。引き続き、定期的な安全点検を心がける。 

・勤務時間の適正化 勤務時間の適正化に向けて取り組めている Ｂ 

・引継ぎ連携システムの強化 小学校からの情報を有効に活用するなど、連携が機能している Ｂ 

・生徒指導（いじめや不登校
の問題を含む） 

問題行動の未然防止や早期発見、早期対応に心がけている Ｂ 

・職員研修の推進 研修の計画、推進体制、進め方が適切である Ｂ 

・危機管理体制の整備 実効性のある学校マニュアルの見直しを進めている Ｂ 

課
題
教
育 

・非認知能力の育成 非認知能力を向上させる取組を行っている Ｂ ・教育活動全般を通して自制心、やり抜く力、協働性等の育成に視
点を置いた各取組を展開する。来年度は、生徒会活動を根幹にし、
各教育活動において生徒が主体的に取り組む活動を展開する。 

・ふるさと豊岡の良いところ（ふるさと川柳の取組や地域自慢映像
大賞への応募等）を伝えることができた。さらに教科、家庭へと
横断的な取組に展開する。 

・コミュニケーション教育については、PTA 教育講演会で保護者と主
旨を共有する機会を持った。今後も、教育活動全体で力を育むこと
ができるようにし、個に応じたコミュニケーションの方法を自ら見
つけられるような場を多く設ける。 

・特別支援教育については、通常学級とひだまり学級の交流を含め生
徒の情報や教職員の個々に寄り添った支援法等を共有した。 

・環境教育では、教科、特別活動等で展開しているが横断的な教育活
動に課題がある。今年度は、SDGsとの結びつきから講師を招聘して
地域・環境について学ぶ機会をもった。引き続き、活動意欲の向上
や持続可能な社会に関わろうとする態度の育成に努める。 

・「読書をすすんでしている」の数値は 15 ポイント以上下がった。朝
読書の時間や昼休みを活用して、すすんでしていると自覚できる取
組を展開する。 

・ふるさと教育 生徒に豊岡の良さを学ばせる取組を行っている Ｂ 

・コミュニケーション教育 自分の考えを主張し､他者の考えを理解する場面を設定している Ａ 

・キャリア教育 生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて進んで行く力を育成している Ａ 

・体験活動 目的を明確にした体験活動を行っている Ａ 

・人権教育 教科･道徳･総合等、全領域で人権尊重の精神の育成が図られている Ｂ 

・特別支援教育 生徒個々の課題を明確にした指導計画を作成し、実践されている Ａ 

・環境教育 教科･道徳･総合等、各領域で環境教育への取組を進めている Ｃ 

・安全教育・防災教育 避難訓練や交通安全教育が適切に行われている。 Ｂ 

・健康教育・食育・体力づく
り・運動遊び 

眠育を含め、望ましい生活習慣の育成を図る取組を進めている Ｂ 

・読書活動 読書活動を推奨し、生徒の読書活動の向上に努めている Ｂ 

※上記の評価の観点は市統一とするが、各校で特色ある活動・重点項目を追加してもよい。  ※評価項目は各校の実態に応じて設定するが、外部評価者が理解しやすい具体的内容の記述に努める。 


